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0. はじめに 
 ハンガリー語1では、名詞類に動詞派生辞を伴うことで、能動動詞、再帰動詞、使役動詞
を派生することが可能である。7 種ある動詞派生辞の中でも最も生産性が高いとされている
のが-z(ik)と-l(ik)2,3である。 
 しかし、この 2 つの派生辞の使い分けは明らかにされておらず、管見の限り、詳細な調
査を行った先行研究はない。また時代によっても移ろい得るものである4ことが考えられる。 
本発表では動詞派生辞-z(ik)と-l(ik)について、音、意味、語彙、対立の観点からそれぞれ
の現在の特徴と使い分けを明らかにすることを目的とする。 
 先行研究の日本語訳、例文番号、グロスは特に断りの無い限り、筆者によるものである。 
1. 先行研究 
 本節では、先行研究としてハンガリー語で書かれたハンガリー語の文法書である
Ruzsiczky(1961)と Kiefer(1998)の 2 つを取り上げる。Ruzsicsky(1961)は-z(ik)と-l(ik)について
意味の観点より例をあげつつ分類を行っている。これに対し Kiefer(1998)は意味だけでなく
音韻からも観察を行い、特徴を述べている。以下にそれぞれ要約する。 
1.1. Ruzsiczky(1961) 
 Ruzsiczky(1961)では-z(ik)と-l(ik)について次のように分類を行っている。 
1.1.1. -z(ik) 
 -z(ik)接辞を伴う派生語は以下の a.から h.の意を表すとしている。  
                                                        
1 ハンガリー語はウラル語族、フィン・ウゴル語派、ウゴル諸語に属し、ハンガリー共和国、ルーマニア
他で話される。話者は約 1500 万人。母音は長母音 7 つと短母音 7 つ、子音は 25。名詞や動詞の活用語尾、
派生接尾辞と語幹の間に母音調和が起こる。膠着語に分類され、基本語順は SOV と SVO の 2 つある(以上、
早稲田・徳永 1992: 361-371 より要約)。本稿で扱うハンガリー語は首都ブダペストで話されるものとし、表
記は正書法に則る。 
2
 -z(ik),-l(ik)を接辞する際、語末が母音の語の場合は直接、語末が子音の場合は母音調和規則に則り、-o-, -a-, 
-e-, -ö-の挿入母音が挿入される。本稿における両接辞の表記は全て Ruzsiczky(1961)に則ることとする。 
3 -ik とは Ruzsiczky(1961)によると、再帰または自動詞を表す接尾辞である。 
4 筆者にハンガリー語を教授頂いた方(ブダペスト在住、40 代女性)の証言で、vacsora(夕食)から派生した夕
食を食べるという意の動詞が、現在は vacsorá-zik であるのに対し、90 年代までは vacsorá-l が使われていた
ということがある。 
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a. 何かを供給する 
(1) ruhá-z(服を着る) < ruha(洋服), só-z(塩をつける) < só(塩) 
b. 何かで作業、動作する 
(2) ágyú-z(砲撃する) < ágyú(大砲), kanal-a-z(スプーンですくう) < kanál(スプーン) 
楽器を表す名詞基語で、何かを演奏する 
(3) gitár-o-z(ik)(ギターを弾く) < gitár(ギター), hárfá-z(ハープを弾く) < hárfa(ハープ) 
遊具を表す名詞基語で、何かを、また何かと遊ぶ 
(4) kártyá-z(ik)(トランプで遊ぶ) < kártya(トランプ) 
スポーツを表す名詞基語で、何かのスポーツをする 
(5) sí-z(ik)(スキーする) < sí(スキー), tenisz-e-z(ik)(テニスをする) < tenisz(テニス), 
交通機関を表す名詞基語で、何かで行く、移動する 
(6) bicikli-z(ik)(自転車に乗る) < bicikli(自転車), szánká-z(ik)(そりに乗る) < szánka(そり) 
c. 何かを作り出す 
(7) lármá-z(ik)(騒ぐ) < lárma(騒音), fénykép-e-z(写真を撮る) < fénykép(写真), 
形容詞を基語として、何らかの状態におく 
(8) tisztá-z(きれいにする) < tiszta(きれいな), apró-z(小さくする) < apró(小さい) 
d. 何かに名付ける、何かで呼ぶ 
(9) bácsi-z(おじさんと呼ぶ) < bácsi(おじさん), magá-z(敬語で話す) < maga(2 人称敬称) 
e. 何かから取り上げる、取り除く 
(10) hamu-z(煙草の灰を落とす) < hamu(灰), héj-a-z(皮をむく) < héj(皮) 
f. 何かを消費する 
(11) kenyer-e-z(パンを食べる) < kenyer(パン), sör-ö-z(ビールを飲む) < sör(ビール) 
g. 何かに参加する 
(12) ülés-e-z(ik) (会議に出席する) < ülés(会議), bál-o-z(ik)(社交ダンスする) < bál(舞踏会) 
h. 時を表す名詞基語で、時がたつ、過ぎる 
(13) éjszaká-z(ik)(夕べを過ごす) < éjszaka(夕べ) 
 a.から h.の分類に入らない例外として 20 語挙げている5。 
1.1.2. -l(ik) 
 -l(ik)接辞を伴う派生語は以下の a.から e.の意を表す。 
a. 何かで作業する、動作する 
                                                        
5 batyu-z(袋を持って行く、出かける) < batyu(袋),  betű-z(文字をつづる) < betű(文字), cédulá-z(ik)(暦に記入
する) < cédula(カレンダー), egyké-z(一人っ子を持つ) < egyke(一人っ子), elő-z(追い抜く) < elő(先の), 
érettségi-zik(学位をとる) < érettségi(学士), falu-z(ik)(村に暮らす) < falu(村), normá-zik(ノルマを課す) < 
norma(ノルマ), rohammunká-z(激務をする) < rohammunka(激務), legy-e-z(空気を回す、あおぐ) < légy(ハエ), 
alkalmá-zik(適応する) < alkalom(時、場合、機会), dugvány-o-z(挿し木をする) < dugvány(切り枝), irány-o-z(狙
う) < irány(方向), raktár-o-z(貯蔵する) < raktár(貯蔵庫), súlypont-oz(重心を置く) < súlypont(重心), csel-e-z(ご
まかす) < csel(企み、ごまかし), elem-e-z(分析する) < elem(要素), feltétel-e-z(推定する) < feltétel(状態), 
kísérlet-e-z(実験する) < kísérlet(試み、実験), környék-e-z(囲む) < környék(周辺) 
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(14) kez-e-l(切符を切る) < kéz(手), lapát-o-l(シャベルですくう) < lapát(シャベル) 
b. 何かを供給する 
(15) lakat-o-l(南京錠をかける) < lakat(南京錠), abrak-a-l(餌をやる) < abrak(餌) 
c. 何かの状態で、また誰か/何かにある役割で動作する 
(16) tolmács-o-l(通訳する) < tolmács(通訳), szolgá-l(仕える) < szolga(奴隷) 
d. 何かを作り出す、何かへと変化する 
(17) tüz-e-l(火をつける) < tűz(火), dal-o-l(歌う) < dal(歌) 
e. 何らかの状態に保つ 
(18) csodá-l(感嘆する) < csoda(奇跡), igen-e-l(認める) < igen(賛成、肯定) 
色を表す基語で、その色に見えるという意味を表す。 
(19) fehér-lik(白く見える) < fehér(白い), piros-lik(赤く見える) < piros(赤い) 
1.1.3. -z(ik)接辞と-l(ik)接辞の違い 
名詞から動詞を派生する際、必ずしも片方の接辞が選択されるということではなく、両
方の接辞を用いることもある。その場合、2 つの派生語が全く同じ意を表す場合(20)と、意
味の違いがある場合(21)がある。 
(20) sí-e-l, sí-zik(スキーをする) < sí(スキー) 
(21) ur-a-l(打ち勝つ), ur-a-z(人を ur と呼ぶ) < úr(征服者、紳士) 
1.2. Kiefer(1998) 
 Kiefer(1998)では、-z(ik)と-l(ik)接辞の特徴について音韻と意味の 2 つの観点から以下のよ
うに述べている。 
1.2.1. 音韻 
 音韻の観点から 2 つの接辞は以下の a.から h.のように特徴づけられるとしている。 
a. -z(ik)は-l(ik)よりも生産性が高く、基語末が母音の場合、-l(ik)よりも-z(ik)が用いられる。 
(22) pipá-zik(パイプを吸う) < pipa(パイプ), (pipá-l も可であるが稀) 
b. 新しい派生語を作るとき、かつ基語の語末が母音の際、用いる接辞は必ず-z(ik)である。 
(23) diszkó-zik(ディスコに行く), *diszkó-l,  videó-zik(ビデオを撮る), *videó-l 
c. 語末の子音が r, l の名詞で、かつ新しい名詞の場合は-z(ik)を用いる。 
(24) e-mail-e-z(E メールを送る) < e-mail(E メール), sör-ö-z(ビールを飲む) < sör(ビール) 
d. 基語末が子音、かつ 1 音節の際、多くの場合は-l(ik)を用いる。 
(25) boksz-o-l(ボクシングする) < boksz(ボクシング), *boksz-o-z 
例外として、film-e-z(映画を撮る), lift-e-z(持ち上げる)がある。 
e. 語彙的禁止規則6 に基づき既に存在する語が、他方の派生を妨げることが多くある。 
                                                        
6
 【語彙的禁止規則】同一の意味の K1, K2 という派生語があるとき、もし K1 が派生辞で派生した既存の
語である場合、K2 の接辞の語派生は有効ではない。また逆に K2 が既存の派生語の場合は、K1 の語派生は
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f. たいてい一人の話者は一方を毎度使用する。 
(26) ebéd-e-l, ebéd-e-z(昼食をとる) < ebéd(昼食) 
g. その一方、-z(ik)と-l(ik)派生語は 2 つの別の意味へ分かれることがある。 
(27) ok-o-z(引き起こす), ok-o-l(とがめる) < ok(原因、理由) 
h. 同音異義語を避けるため、一方を選択することがある。 
(28) dob-o-l(太鼓を叩く), *dob-o-z(doboz 箱) 
1.2.2. 意味 
 Kiefer(1998)は基語の意味分野から以下のように考察を行っている。 
 -z(ik)は基語に道具や器具を表す名詞を持つ場合、「その道具で何かをする、終わらせる」
という意味を表す。 
(29) csákány-o-z(鍬を使う) < csákány(鍬), gereblyé-z(熊手でかく) < gereblye(熊手) 
 基語が楽器の場合、派生語の意味は「その楽器で演奏する(azzál muzsikál)」となり、-z(ik)
接辞を伴うものと-l(ik)接辞を伴うものの両者が認められる。 
(30) zongorá-z(ik)(ピアノを弾く) < zongora(ピアノ) 
(31) hegedü-l(バイオリンを弾く) < hegedü(バイオリン) 
スポーツを表す基語の場合、派生語は「何かのスポーツをする」という意味となる。こ
の場合、-z(ik)接辞を伴う派生語の方がより豊富である。 
(32) tenisz-e-z(ik)(テニスをする), golf-o-z(ik)(ゴルフをする) 
 以上 3 つの意味分野について考察した結論として、派生の生産性については各々の意味
分野において個別に調査する必要があるとしている。 
2. 先行研究のまとめと問題点 
 Ruzsiczky(1961)は細かく分類を行っているが、挙げられている例外の数が多いこと、他先
行研究で挙げられている例の中で Ruzsiczky(1961)の分類には上手く当てはめることができ
ないと思われる語があること、-z(ik)と-l(ik)の分類で重なるものが多いことという 3 点から、
分類の整合性は高くなく、各接辞の特徴をまとめるまでにとどまっている。 
 一方、音韻からの分類を試みた Kiefer(1998)では、外来語といった比較的新しく派生が起
こった語の例が多く挙げられており、音韻からの分類は確かであると思われる。しかし、
Ruzsiczky(1961)と同じく、説明できない例外の語があり、記述された音韻の規則ですべての
語を説明できるわけではない。 
 同時に Kiefer(1998)は派生前の名詞の意味分野からの考察も行っているが、道具・器具、
楽器、スポーツと分野数が少数に留まっている。他の分野での調査が必要であるだろう。 
 以上の問題点より、-z(ik)と-l(ik)による動詞派生について、より緻密な音韻からの規則を
明らかにすることと、より客観性のある意味からの分類を行う必要性があると考える。 
                                                                                                                                                                  
有効でない。(Kiefer 1998: 233 筆者訳) 
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図 1: 音節数
-z(ik) -l(ik)
総数 220 194
基語が名詞 210 169
基語が形容詞 3 17
基語が副詞、数詞、接頭辞、後置詞 7 8
基語が外来語動詞 0 18
1つの基語で両方の派生をもつもの 15 15
表1: 収集結果
3. 調査 
 12,000 語を所収するハンガリー語-英語小辞典の、Berkáné 編(2004) Magyar-Angol Angol- 
Magyar Zsebszótár を用いる。本辞書において見出し語として掲載されている動詞で、-z(ik)
と-l(ik)が接辞された語を手作業で収集する。合わせて基語となっている語を収集し、その
語が単独で意味を成す名詞類(名詞、形容詞、副詞、擬音語)、数詞、接頭辞、後置詞である
もの7 を選択する8。  
 さらに例外的に、基語が外来語の動
詞でそのままの形では使われず、-z(ik)
や-l(ik)を接辞した場合にのみ使用さ
れる語も収集する。これらについては
4.3 節で扱うこととする。 
 収集した用例は表 1 の通りである。 
4. 調査結果と考察 
 本章では調査の詳細な結果と考察を述べる。4.1.で音韻、4.2.で意味、4.3.で語彙、4.4.で
対立の観点より考察を行う。なお、ここでいう「対立」とは同じ語幹に-z(ik)と-l(ik)の両方
の接辞がつき、なおかつ何らかの意味もしくは機能の対立を示す場合、これを検討するも
のである。 
4.1. 音韻 
4.1.1. 音節数 
 各基語の音節数を調べたものを図19
にまとめる。なお、括弧内の数値はパ
ーセンテージを示す。 
 結果、-l(ik)よりも-z(ik)の方に音節数
の多い基語がみられるということが
分かった。1 音節、2 音節語の数は両
者で大きな偏りはないと言えるが、3
音節、4 音節語では-z(ik)の方に大きく偏っていることがわかる。4 音節語では複合語・派生
語が基語 (33)になっている。3 音節語では、 -z(ik)でのみ複合語・派生語が見られた
((34)(35)(36))。 
(33) fogócsiká-zik(追いかけっこする) < fog-ó-csika(追い人-指小辞、追いかけっこ) 
(34) hógolyó-zik(雪合戦する) < hó-golyó(雪-玉、雪玉) 
                                                        
7 ハンガリー語学では形容詞や副詞、擬音語は名詞類に属するが、-z(ik)と-l(ik)の接辞の傾向が名詞と異な
ることからそれぞれ名詞とは別に扱うこととした。 
8 この際、接頭辞がつき派生した動詞に意味が付加されているものと、基語が派生語または 2 語以上複合
した複合語で、その形のみで辞書に掲載されていないものは除外することとする。 
9 -z(ik)1 音節: 57, 2 音節 117, 3 音節 40, 4 音節 6, 計 220, -l(ik)1 音節 83, 2 音節 92, 3 音節 19, 4 音節 0, 計 194 
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図 2: 基語末音(母音) 図 3: 基語末音 
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-z(ik) -l(ik)
(35) vacsorá-zik(夕食を食べる) < vacsora(夕食) 
(36) trombitá-l(トランペットを吹く) < trombita(トランペット)  
 以上の結果から、音節数が多くなればなる程-z(ik)派生辞を伴いやすい。中でも複合語の
場合はより-z(ik)派生辞を選択しやすいことが明らかとなった。 
4.1.2. 基語末音 
 各基語末の音を調べ、図 2 と図 3 にまとめる。 
  
図 210からわかるように、基語末音が母音の場合、約 7 割の確率で-z(ik)派生辞が選択されて
いる。中でも/o:/は-z(ik)が 11 例に対し-l(ik)が 1 例と大きく偏りが見られた。 
(37) hajó-zik(航海する) < hajó(船) 
 図 311から、基語末音が子音の場合は、調音方法により偏りが見られることがわかる。共
鳴音と摩擦音とで対立が見られた。鼻音、ふるえ音、接近音では-z(ik)が多くなり、摩擦音、
破擦音では-l(ik)が多くなる傾向があることがわかった。側面接近音に関しては、-l(ik)との
連続を多少避ける傾向があるからか、-z(ik)の方が多く現れた。摩擦音/z/に関しては、-z(ik)
との連続を避ける傾向がさらにはっきりと見られ、ほぼ-l(ik)が選択されるということが明
らかになった。 
4.2. 意味 
 国立国語研究所(2004)『分類語彙表 - 増補改訂版』に則り、基語の分類を行う。 
 名詞、形容詞合わせて、-z(ik)の方が多くなった項目は 69 項目中 48 項目であった。この
ことから、-z(ik)の方が-l(ik)よりも生産性が高いことがわかる。 
 -l(ik)が多くなった項目は、名詞の中では「量」「人物」「成員」「社会」「行為」「事業」「土
地利用」「身体」、加えて形容詞となっている。-z(ik)が多くなっている項目はより具体性の
あるものが多く、-l(ik)が多くなっている項目は抽象性が高いと考えられる。また「身体」
を除いて社会やそのシステムに関連した意味になっていることがわかる。 
                                                        
10 A: 36, Á: 1, E: 2, É:1, I: 4, Í: 0, O: 0, Ó: 11, Ö: 0, Ő:4, U: 1, Ú: 2, Ü: 0, Ű: 1 
11 -z(ik)母音: 65, 接近音: 15, 鼻音: 41, ふるえ音: 26, 側面接近音: 11, 破裂音: 51, 摩擦音: 14, 破擦音: 1, 
-l(ik) 母音: 29, 接近音: 2, 鼻音: 16, ふるえ音: 17, 側面接近音: 8, 破裂音: 77, 摩擦音: 33, 破擦音: 12 
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-z(ik) -l(ik)
副詞 4 3
接頭辞 1 0
後置詞 1 0
数詞 0 1
擬音語 0 8
表2: 副詞他
-z(ik) -l(ik)
ラテン語 0 6
ドイツ語 0 6
フランス語 0 3
英語 0 3
計 0 18
表3: 外来語動詞基語
4.3. 語彙 
4.3.1. 副詞基語他 
 基語が副詞、接頭辞他のものは表 5 のようになった。接頭辞、後
置詞は-z(ik)のみに、数詞、擬音語は-l(ik)のみに見られた。 
4.3.2. 動詞基語(外来語) 
 基語が外来語の動詞で、-z(ik)または-l(ik)を接辞して動詞とし
てのみ使用される語が-l(ik)にのみ 18 語見られる。接辞を付ける
際、各言語の動詞接辞を取り除き、-l(ik)接辞している。 
<ラテン語> 
 -re を除いたうえで-l(ik)を接辞する。 
(38) gratulá-l < gratulare(祝う)  
<フランス語> 
-er を除いたうえで-l(ik)を接辞する。 
(40) koncentrá-l < concentrer(集中する) 
 
<ドイツ語> 
-en を除いたう
えで-l(ik)を接辞する。 
(39) puc-o-l < putzen(綺麗にする、飾る) 
<英語> 
そのままの形で-l(ik)を接辞する。 
(41) stopp-o-l < stop(止まる) 
 
4.4. 対立 
 一つの基語から両方の接辞がついて派生が行われているものが 15 組見られた。以下にそ
れらを分類したものを示す。なお、音の規則に従うと先に派生されると考えられる方に下
線を付した。基語末音が破裂音の場合は破線を付した。 
A. 自他の違いがあるもの 
 一方が自動詞、他方が他動詞として派生したものが 2 例見られた。 
(42) hám-o-z(皮をむく), hám-lik(皮がむける) < hám(皮) 
B. 基語の多義性より意味が異なるもの 
 基語となっている名詞の多義性により別の派生が起こっているものが 2 例見られた。 
(43) kereszt-e-z(横切る), kereszt-e-l(クリスチャンの洗礼をする) < kereszt(十字、十字架) 
C. 一方が比喩的なもの 
 一方は名詞の意味から直接性のある派生が生じているが、他方が比喩的で基語の意味と
の直接性が薄れているものが 4 例見られた。 
(44) határ-o-z(決める、決心する), határ-o-l(区切る) < határ(境) 
D. その他 
 上記の分類に属さないと考えられるものが多くある。いくつか例をあげる。 
(45) szám-o-z(数字をふる), szám-o-l(数える) < szám(数) 
(46) ok-o-z(引き起こす、咎める), ok-o-l(責任を負う) < ok(原因) 
 C.とB.の一部の語以外は意味の観点からではどちらの語が先に派生したのかが明らかで
はないが、次のような推測を行った。まず音韻の規則に従って一方の接辞による語が派生
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し、その後語彙的禁止規則に従ってもう一方の接辞による語が派生し、その後使われてい
くうちに意味の棲み分けが生じた。 
5. まとめと今後の課題 
 本稿では、音韻、意味、語彙、両派生辞の対立という観点から-z(ik)と-l(ik)の派生の条件
について考察を試みた。 
 音韻の観点からは、音節数と基語末音に関して観察を行った。音節数については、1, 2
音節語では大きな偏りはないが、3, 4 音節語では-z(ik)がより多く選択されることが明らか
となった。基語が複合語・派生語の場合は-z(ik)となることもわかった。基語末音に関して
は母音の場合は-z(ik)が多く現れることがわかった。子音に関しては、共鳴音の場合-z(ik)、
摩擦音の場合-l(ik)が多く選択されることがわかった。側面接近音/l/と摩擦音/z/に関しては
それぞれ-l(ik)と-z(ik)との連続を避ける傾向が見られた。 
 意味の観点からは、基語の意味分野によって傾向を見た。-l(ik)が接辞する基語の方が抽
象性が高く、社会やそのシステムに関するものが多いということが明らかになった。 
 語彙に関しては、形容詞、数詞、擬音語は-l(ik)、接頭辞と後置詞は-z(ik)を選択しやすい
という傾向があることがわかった。外来語動詞を基語とする際は、まず元の言語の動詞接
辞を取り除いたうえで-l(ik)を接辞することが明らかとなった。 
 対立については、1 つの基語に両方の派生辞がついた語を集めてその違いに関する傾向
を分析した。自他の差や名詞の多義性によるもの、さらに一方から他方が類推されるよう
な比喩的なものがあることが明らかとなった。 
 本調査では小辞典を用いて基本的な語を網羅し、辞書の出版年時点での両接辞の派生の
傾向を記述することができたと考える。さらに古い年代の辞書を用いることで派生の移り
変わりや 4.3 節で行った推測についてより明らかにすることができるだろう。 
 -z(ik)と-l(ik)はその生産性の高さから、主に口語において次々と新しい派生語が生み出さ
れているという現実がある。そのため、派生辞選択の現状をより詳しく把握するためには、
口語資料での調査や、インターネット用語などの新しい外来語での調査などが必要だと考
える。 
参考文献: 国立国語研究所 (2004) 『分類語彙表 - 増補改訂版』東京: 大日本図書 / 早稲田みか、徳永
康元 (1992) 「ハンガリー語」亀井孝・河野六郎・千野栄一編『言語学大辞典 (第 3 巻 世界言語編)』361-371. 
東京: 三省堂 / Kiefer Ferenc (1998) Alaktan. É. Kiss Katalin, Kiefer Ferenc, and Siptár Péter Új Magyar Nyelvtan. 
Budapest: Osiris Kiadó / Ruzsiczky Éva (1961) VI. A szóképzés. Tompa József A Mai Nyelv Rendszere Leíró 
Nyelvtan 1. 333-420 Budapest: Akadémiai Kiadó 
調査資料: Berkáné Danesch Marianne (sz.) (2004) Magyar - Angol Angol - Magyar Zsebszótár. Budapest: 
Akadémiai Kiadó 
 
